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ています。榎倉は制作の手法について、次のように述べています。

油に絵の具を少しまぜて使用し、現実のしみを写真でとり、それを版
にして油ですります。しみの形体は、絵の具が、また余分な油がしみ
出して新しい現実のしみができます。ですからすり上がった作品は全
部同じというわけではありません。

榎倉康二「作者のことば」『朝日ジャーナル』no.1076、1979年9月28日

版画では一つの版から同一のイメージを複数刷ることができます。

《二つのしみ》において同じ形のしみが並んでいるのは、これらの二

つが同じ版から刷られているためです。非常にシンプルな表現に見

えますが、ここにはしみの生成、フィルムカメラによるしみの撮影

と現像、製版と刷り、油の付着と浸透といった複雑な過程が重ね

られています。1970年代当時、写真製版によるシルクスクリーン

は、情報化社会のなかでマスメディアを通じて無限に増殖するイ

メージを象徴する表現として、多くの作家から好まれました。榎倉

の版画表現にはこうした同時代的な視点と、油の浸透や行為に

よる痕跡への関心が同居しています。

美術館や画廊での作品発表と並行して、榎倉は同世代の作家た

ちと一緒に、美術制度から離れた自宅や野外などの空間で実験

的な制作を行いました。例えば、大学時代から交流のあった高山

登（19 4 4-2 02 3）が住んでいたアパートの空き地で開催された

「Space Totsuka 70（木・壁・草・土・家・石・空・地・火・空気・水…）」

（19 70）や、作家たちの自宅や団地で行われた「点展」（19 73、

1975-1977）に参加しています。そこでは、日常的な空間と身体の

関係を確かめるようなインスタレーションやパフォーマンスを試み

ています。こうした実践を通じて外界と身体の接点を探求するな

かで、榎倉は水や油の浸透や、物質同士の付着といった物理的

な現象を扱うようになりました。

　この頃の榎倉は版画作品も制作しています。フェルト生地と綿

布の上に二つ、茶褐色のしみが付けられた《二つのしみ》や、吊り

下げられた布のイメージの周囲にぼんやりと油のしみが広がる《予

兆（布）》は、シルクスクリーンという版画の技法によってつくられ
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